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八雲村教育委員会では、島根県松江土木建築事務所の委託を受けて、平成 6年度よ

り、一般国道432号東岩坂バイパス改築 (改良)工事予定地内 (八雲村東岩坂地区)に所

在する埋蔵文化財の発掘調査を実施しておりますが、このほど調査報告書の第Ⅵ集を

刊行する運びとなりました。

本書は平成11年度に行った鑓溝遺跡の発掘調査成果をとりまとめたものです。

平成11年 9月 より開始しました現地調査では、丘陵山腹の緩斜面より土坑 2個 とピ

ットll個が検出されました。また、遺物としては石器、弥生土器、須恵器などが出土

しています。

この報告書が地域の歴史を解明するうえでの糸口になることを期待すると共に、郷

土の歴史と文化に対する理解と関心を高めることに、少なからずお役に立てば幸いに

思います。

最後になりましたが、発掘調査及び本書の刊行にあたりまして、ご協力いただいた

島根県松江土木建築事務所、島根県教育庁文化財課、並びに関係者の皆様、また、直

接発掘調査に携わっていただきました作業員の皆様に哀心より感謝の意を表します。

平成15年 3月

八雲村教育委員会

教育長 泉 夫禾日
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1.本書は、島根県松江土木建築事務所の委託を受けて、八雲村教育委員会が平成11(1999)年度

に実施した、一般国道432号東岩坂バイパス改築 (改良)工事予定地内埋蔵文化財発掘調査の調査

報告書である。

2.本書で扱う遺跡の所在地及び調査面積は次の通りである。

鑓溝遺跡 島根県八束郡八雲村大字東岩坂3585-5番 地外

調査面積 165r

3.調査組織は以下の通りである。

[平成11年度]現 地調査

調 査 主 体 八雲村教育委員会 教育長 泉 和夫

調査指導者 東森市良 (八雲村文化財保護審議会委員)

事 務 局 三好 淳 (教育次長)、 藤田節子 (嘱託)

調査担当者 川上昭― (社会教育係主任主事)

調査補助貝 田中和美 (臨時職員)、 深津光子 (臨時職員)

作 業 員 安達菊美、安部直義、安部益子、石倉睦子、石橋 豊、石原君子、石原政子

子川育子、清水正道、高尾万里子、武田裕子、平垣一雄、山田昭一、山根 隆

山根利子

[平成14年度]報告書作成

調 査 主 体 八雲村教育委員会 教育長 泉 和夫

事 務 局 三好 淳 (教育次長)、 藤田節子 (嘱託)

調査担当者 川上昭― (社会教育係主任主事)

調査補助員 田中和美 (臨時職員)、 深津光子 (臨時職員)

遺 物 整 理 善家幸子、高尾万里子

4。 発掘調査及び報告書の作成にあたっては以下の方々から有益なご助言、ご協力、資料の提供を

頂いた。記して感謝の意を表する。(順不同、敬称略)

広江耕史 (島根県教育庁文化財課)、 池淵俊― (同 )、 中村唯史 (島根県立三瓶自然館指導員)

西尾克己 (島根県埋蔵文化財調査センター)、 椿 真治 (同 )、 中川寧 (同 )

丹羽野裕 (島根県立博物館)、 竹広文明 (広島大学大学院文学研究科助教授)



5。 本報告書の編集と執筆は、上記の調査指導者や協力者の指導と助言を得ながら調査員が協議し

て行った。

6。 本書で使用した方位は磁北を示す。

7.本書に掲載した「第 3図 :位置と周辺の遺跡 (1:25,000)」 は株式会社ワールドが建設省国土

地理院長の承認を得て、同院発行の2.5万分の 1地形図を複製して作成した『人雲村管内図』を使

用し、「第 1図 :開発予定地と鑓溝遺跡位置図 (l i15,000)」 及び「第 2図 :八雲村位置図 (1:

400,000)」 。「第 4図 開発予定地と本発掘調査区位置図 (1:2,500)」 。「第 5図 :試掘 トレンチ・

調査区配置図 (1:750)」 については島根県松江土木建築事務所の管内図及び工事図面を浄書し

て使用した。

8。 「第 3図 :位置と周辺の追跡 (1:25,000)」 の追跡番号は島根県荻育委員会発行の F増補改訂

島根県遺跡地図 I』 (出雲・隠岐編)1998年 3月 と対応している。

9.土壌および遺物の色調には農林水産省農林水産技術会議事務局監惨・財団法人日本色彩研究所

色票監修 F新版標準土色帖』1996年版を参考にした。

10。 本書で使用した遺構記号は次の通りである。

P… ピット SK…土坑 T・中トレンチ

11.本遺跡出土遺物及び調査記録は人雲村教育委員会で保管している。
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第 1章 調査に至る経緯

八雲村は、県下で数少ない人口増加を続けている自治体の一つであるが、道路網などのインフラ

ストラクチヤーの整備が立ち後れている状況にあった。このため、これを早急に対処すべき課題と

して位置付け、事業を進めてきた背景がある。

近年、八雲村東岩坂地区では一般国道432号バイパスが急ピッチで整備されており、これに接続

すべく西岩坂地区一般農道、国道432号バイパスから東出雲方面に向かう村道も国道整備と併走し

て事業が展開されることとなった。また、快適な暮らしを実現するための道路網整備を重点的に進

める一方で、定住対策も必要な施策の一つとして取り上げており、前述の国道432号バイパス、一

般農道、村道が交わる三重のクロスポイントに優良住宅地を整備し、活力ある村づくりを図ること

とした。これら複数の大事業が重なる東岩坂地区では、多量の残土が発生するため、それを処理す

る処分場の整備が急務となった。

この事業に先立ち、平成11年 5月 21日 に島根県住宅供給公社より人雲村役場企画振興課を経由し

て残土処分場建設工事予定地内における埋蔵文化財有無についての照会があった。 6月 1日 に対象

地の分布調査を実施した結果、より詳細な試掘調査が必要な場所 1カ所を確認した。

この後、事業主体が島根県住宅供給公社から松江土木建築事務所へ変わった事を知らされた。当

初、松江土木事務所とは F平成 7年度調査 :山崎遺跡・前田遺跡第 I調査区発掘調査報告書作成業

務』と『平成10年度調査 :宮谷遺跡発掘調査報告書作成業務』及び、F平成 7年度調査 :前田遺跡第

Ⅱ調査区遺物実測作業業務』の委託契約を締結していたため、委託の変更契約を締結し、8月 25日

から9月 22日 の間に試掘調査を実施した。

試掘調査の結果、多数の遣物が出土したことから、当地の小字名をとり「鑓溝遺跡」として9月

27日 に文化財保護法上の手続きをとった。遺跡保護の協議がなされたが、計画変更は困難との結論

に達し、引き続き八雲村教育委員会が主体となり、本発掘調査を行うこととなった。

第 1表 一般国道432号道路改良工事に伴う発掘調査作業年次工程表

遺 跡 名 発見の経緯
調 査 工 程

平成 6年度 平成7年度 平成 9年度 平成10年度 平成■年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度

安田古墳群 1号 墳 周知 本発掘調査 報告書作成

外輪谷横穴墓 12号
外踊合模ク(暴軒

北の斜面試掘
試掘,本調査 報告書作成

山 崎 遺 跡 周知 範囲確認調査 報告書作成

前田遺跡第二調査区
安田地区の本田
言rtIFT 試掘調査 本発掘調査 報告書作成

前田遺跡第Ⅱ調査区
安田地区の水田
言十fIF

試掘調査 本発掘調査 遺物実測作業 報告書作成

谷 ノ 奥 遺 跡 周知 地形測量 試掘,本調査 報告書作成

宮 谷 遺 跡
細田古損群栞の

山頂試掘
試掘'本調査 報告書作成

鑓 溝 遺 跡
娠土拠分場の HIX

掘調査
試掘・本調査 報告書作成

別 所 間 夏 堂 跡 未調査

-1-
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第 1図 開発予定地と鑓溝遺跡位置図 (1:15,000)
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第 2章 調査の経過

分布調査は平成11年 6月 1日 に約半日を費やして実施している。開発予定地は山間部特有の断面

「V」字状を呈する谷であり、ここに大量の残土を処分する計画であった。標高140m前後の山頂か

ら派生した尾根は開発予定地境の痩せ尾根へと続き、そこから谷水田に向かって一気に駆け下りる

ような急傾斜地であった。歩行することも困難な斜面であり、下草の熊笹も繁茂していたため調査

は困難を極めた。谷水田を除くと平坦な場所は確認できなかったが、標高80。 00～ 85,00mを測る東

向き斜面で唯一ともいえる緩斜面が存在した。

試掘調査は、分布調査により確認された緩斜面に2× 5mト レンチ 2本を設定し、平成11年 8月

25日 より掘削作業に取りかかった。調査地は用地未買収であったため、各地権者から発掘調査の承

諾書を頂いてからの作業であった。 9月 3日 にT-2ト レンチより須恵器等が発見されたことから

遺跡の性格や範囲を確認するために試掘 トレンチを拡幅・増設することとした。しかし、立竹木補

償の関係上、大きな立木は避けたため、思うような場所にトレンチを設定できないものもあった。

最終的には2× 7mト レンチ 2個、 1× 7mト レンチ 1個、 2× 5mト レンチ 2個、 2× 2mト レ

ンチ 2個の計 7個の トレンチを設定し、大まかな遺跡の範囲を確認した。

本発掘調査は範囲確認調査の結果を基に調査区を決定し、平成11年 9月 29日 に立木を伐採する

作業から始めた。この後、10月 4日 にグリッドの設定を行つている。グリッドは工事用基準杭を利

用して直線を設け、これと直交するように10× 10mの方眼を組み、北の交点をグリッド名とした。

次に、土層観察用の畦を設定し、同日午後より掘削作業に取りかかった。随時、遺構の精査。実測

作業を行い、10月 21日 に全体写真の撮影、同日から翌22日 にかけて遺構の実測、地形測量を行い

現地での調査を終了した。

第 2表 平成11年度一般国道432号道路改良工事に伴う調査工程表

名 称 調査内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

鑓 溝 遺 跡

分布調査
6/1

試掘調査
8/25 ～9/1

本 調 査

つ
々

／

／ 3-10
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調査 日誌抄

平成 11(1999)年

9月 29日  鑓溝遺跡の発掘調査開始。立木の種類、大きさ、本数を調べた後、伐採作業に

取りかかる。

9月 30日  立木の伐採作業。運搬するのに丁度良い長さに切断する。

10月 1日 立木の伐採作業と伐採した木材の除去作業。

10月 4日 伐採した立木の除去作業。調査区内にグリッドを設定する。写真撮影のための

足場を設置し、発掘調査前の全体写真を撮影する。この後、掘削作業に取りか

かる。まずは、腐葉土層の除去から始める。これと平行して廃土置き場を設営

する。

10月 5日 表上の荒掘り作業。須恵器・土師器の破片が多数出土。試掘 トレンチ位置図の

作成 (縮尺 1/100)。

10月 6日 荒掘り作業。大きな木の根の除去に時間を裂かれる。表土層は浅く、30～ 50cm

で地山に到達する。

10月 7日 荒掘り作業。壁際から遺物が多数出土するため、開発予定範囲の際まで調査区

を拡張する。磨製石斧と黒曜石の石核が並んで出土する。この周囲にメッシュ

を組み、土を持ち帰る。

10月 8日 荒掘り作業。出土遺物の写真撮影、実測、取り上げ作業。

10月 12日  荒掘り作業。

10月 13日  荒掘り作業。

10月 14日  荒掘り作業。

10月 15日  荒掘り・除根作業。午後は雨天のため現場作業中止。

10月 18日  荒掘り作業。出土遺物の写真撮影、実測、取り上げ作業。年後より遺構検出作

業に取りかかる。

10月 19日  遺構検出作業。円形の土坑 2個 と多数のピット状の遺構を確認する。

ピット、土坑の断ち割りを始める。

10月 20日  ピット、土坑の断ち割り続行。柱穴、土坑の完掘、写真撮影。

10月 21日 写真撮影のため調査区の清掃。全体写真の撮影。遺構の実測作業。発掘作業道

具の撤収。

10月 22日 遺構の実測作業。地形測量。
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第 3章 位置と環境

人雲村は島根県の東部、松江市の南にあたり、北と西は松江市 (北 :旧大庭村・西 :十日忌部村 )、

南西部は大原郡大東町 (十日海潮村 )、 南東部は能義郡広瀬町 (十日山佐村 。旧広瀬町)、 北東部は人東

郡東出雲町 (十日意東村・十日出雲郷村)に囲まれている。松江駅よリバスを利用して約26分で八雲村

役場に、34分で熊野大社前に到着する。松江市街地への利便性に恵まれ、そのベッドタウンとして

近年急速に宅地化が進み、県下市町村の中で高い人口増加率を示す村である。

村の規模は東西 8 km。 南北10km・面積約55。 41k雷で、総面積の80%以上が山林で占められている。

この山間に手のひらを広げた形に谷が形成されているが、これらはすべて意宇川本支流の浸食堆積

作用によるものである。大きな谷に意宇川、桑並川、東岩坂川、川原川が形成した谷がある。その

谷筋の沖積地には余すところなく水田が開かれている。平野はあまり発達をみせず、川が合流する

村の北側 (意宇川の中流域)部分に盆地状に展開している。

遺跡はこの谷と平野を取り囲む部分に集中し、下流に向かうほど密集している。鑓溝遺跡は川原

川の谷から分岐した小支谷を1,200mほ ど奥部に入つた丘陵斜面に位置している。

以下、本年度調査遺跡の報告にあたり、周辺の代表的な遺跡について時代毎に概略を記す。

旧石器時代の遺跡としては空山遺跡 (F62)が熊野空山山頂に位置する。1971年 に実施された学

術調査により、前期旧石器時代と考えられる握槌、握斧、盤状石器、削器が出土した。しかし、こ

れら石器の景J離痕が自然に生じる破砕痕とする意見もあり、この石器が果たして人為的に加工され

たものなのか、自然石であるのかの結論は出ていない。この他、真ノ谷遺跡 (106)や折原上堤東遺

跡 (88)か らも旧石器時代にさかのぼる可能性のある石器が出上している。

ヽ
　

も

第 2図 八雲村位置図 (司 :400,000)
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縄文時代になると遺跡の調査例は増加するが、遺構に伴うものは少ない。その中にあって、西ノ

谷遺跡 (F73)か らはサヌカイト製ポイント形石器、黒曜石の二次加工のある祭J片石器とともに82

個のピット状の落ち込みが検出されている。これらのうちP-1～ P-15は長軸 5m、 短軸3.5mを 測

る楕円を描き、その中央にP-16～ P-20が方形に配置され、上屋構造を推定することも可能である。

また、前田遺跡 (97)では川辺から晩期のドングリの貯蔵穴が見つかっている。実際にドングリが

出土した土坑は4個であったが、立地や規模から貯蔵穴と考えられる土坑が多数検出されている。

この他、底部中央に小さなピットをもつ土坑も発見された。遺物は出土していないが、形態などか

ら縄文時代の落とし穴と思われるものであり、折原上堤東遺跡、折原峠遺跡 (101)、 青木遺跡 (98)、

谷ノ奥遺跡 (36)、 真ノ谷遺跡からも同様の土坑が検出されている。

弥生時代の遺跡は縄文時代に比べると少なく、各遺跡から出土する遺物の量も僅かである。前期

の遺物としては前田遺跡から壷と甕の破片が数点出土している。但し、河川堆積層からの出土であ

り、遺構は見つかっていない。後期の遺跡としては、折原峠遺跡が存在する。後世の掘削により大

部分が失われているが、第 2加工段の床面から後期中葉の草田 2期に含まれる甕が出上している。

また、同丘陵上には折原上堤東遺跡 (第 Ⅱ調査区)が位置し、弥生時代後期後葉から古墳時代前期

初頭の竪穴住居跡 5棟が見つかつている。この他、村内からは熊野大社々地出土と伝えられている

銅鐸が 1個ある。しかし、正確な出土場所は特定できていない。外縁付紐式に属するものであり、

現存する高さ19.9cm(身高16.4cm、 錘高3.5cm)、 鋳厚 2～ 311m、 重量648gを測る。文様は全体に不

鮮明であるが、紐は綾杉文、鰭は鋸歯文、身は4区画となる袈裟欅文 (四区袈裟欅文)で飾られて

いる。

古墳時代になると遺跡数が増加し、 7割以上がこの時期のもので占められる。前期の古墳として

は、 3基の方墳からなる小屋谷古墳群 (22)が存在する。埋葬主体は箱式石棺と壼棺及び組合式木

棺であり、副葬品としては3号墳の組合式木棺内から刀子 1本 と四地鏡 1面が出土している。

中期以降になると小規模な古墳群が丘陵上に造られるようになる。谷ノ奥遺跡の北東には、増福

寺古墳群 (42)・ 土井古墳群 (19)・ 増福寺裏山古墳群 (41)が分布している。増福寺古墳群は一辺

6.0～ 14.5mの 方墳26基 によって構成されている。特筆すべきは、20号墳から出上した須恵器子持

甦の親壺と、前田遺跡から出土した子壼とが接合できたことである。本来は親壷の肩部に4個の子

壷が取り付けられていたものであり、このうちの 1個が前田遺跡の河川内から、もう1個が親壷と

一緒に20号墳の西裾平坦面からつぶされた状態で出土している。残る2個の子壷は発見されていな

い。土井古墳群は、増福寺古墳群の北側に位置する古墳群で、一辺7.0～ 11,Omの方墳13基によっ

て構成されている。増福寺裏山古墳群は土井古墳群と同じ丘陵に立地し、一辺10m前後の方墳 8基

からなる。これらは尾根により便宜上 3つ に分けられているものの、本来は同一の群と考えられ

る。総数47基を数えるこれらの古墳群は、密集度において、松江市大草町にある西百塚山古墳群と

同一の群をなしていたと考えられる人雲西百塚山古墳群 (21)に次ぐものである。この 2つの古墳

群が村内では密集度の高いものである。この時期の住居跡には、折原上堤東遺跡 (第 I調査区)が
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あげられる。方形の竪穴住居跡 4棟が見つかり、このうちS103か らは多数の上師器に混じり住居

内祭祀に用いられた泥岩製有孔円板 4点が出土している。

古墳時代後期に入ると、出雲地方東部に多い石棺式石室をもつ池ノ尻古墳 (5)、 雨乞山古墳 (1)

が築かれる。池ノ尻古墳は東岩坂川が造り出した谷の水田中に位置する。墳丘は水田耕作の際に削

られ、現在では石室がむき出しになっている。原位置から動いている石材もあるが、現状での石室

の規模は内法で幅1.9m、 奥行きl。 3m、 高さ1.6mを測る。雨乞山古墳は平野北東にそびえる雨乞

山南麓に築かれたものである。墳丘は現状で一辺7.5× 8.Om、 高さ2.5mを測り、方墳と考えられ

る。意宇川下流域の古墳の影響を受けたこの古墳は、人雲村最大規模の石室を有し、この地域の有

力な豪族の存在を想定させる。一方、同時期の横穴墓は丘陵斜面に数基から十数基の単位で営まれ

ている。密集度の高いものに四歩市横穴墓群 (3)がある。増福寺古墳群の南側の丘陵山腹に分布

するものであり、確認できる横穴だけで28穴 を数える。玄室の平面プランは、大部分が方形で天丼

は丸天丼形をなしているが、非常に丁寧な四注式正整家形のものも数穴見られる。この他、後期の

遺構として前田遺跡から検出された貼石遺構がある。川辺に自然石を並べたものであり、遺構周辺

からは、勾玉、切子玉、土鈴、手捏ね土器、琴、自玉が入った須恵器の壷、赤色顔料が塗布された

土師器の高杯、瓢箪、多量の桃核等が出土している。また、付近の河川内からは頭椎式の木製刀把

装具や赤色顔料により優美な文様力W首かれた木片などが出土していることから、有力首長を中心に

行われた川辺の祭祀遺跡と考えられる。

奈良時代の遺跡としては青木遺跡があげられる。第 I調査区で発掘された掘立柱建物跡の床面か

らは須恵器の杯蓋内面に「社邊」と刻まれたヘラ書土器 (転用硯)が出土している。付近からは須恵

器の灯明皿、「林」と書かれた墨書土器 2点なども見つかり、注目される。人雲村は、733年 に編纂

された『出雲国風上記』によると、出雲国庁や意宇郡家が置かれていた「意宇郡大草郷」に含まれ、

八雲村域だけで 1つの郷を形成し得ないほど人口は希薄だったようである。それでも当地域には中

央の神祇官の神名帳に登録されている官社が 9社 (熊野大社・久米社・宇流布社・前社・田中社・

詔門社・楯井社・速玉社・石坂社 )、 出雲国で登録されている国社 7社 (毛弥社・那富乃夜社・国

原社 。田村社・河原社・笠柄社・志多備社)が存在していた。このことは、村域の各地に集落が形

成され、それぞれが祭祀を行っていたことを裏付けている。

中世以降の遺跡の調査例は僅かである。熊野大社近くにある叶ザコ遺跡 (F58)か らは常滑系の

甕を使用した鎌倉時代の墓が見つかっている。この他、墳頂部より五輪塔の基壇が検出された中山

2号墳 (35)や 、多数の火葬墓が検出された谷ノ奥遺跡が存在する。谷ノ奥遺跡の古墓群は低丘陵

上に位置し、25基以上の五輪塔が発見されている。村内各所には多くの五輪塔が点在しており、今

後全村的な検討が必要である。本村は尼子氏の居城月山富田城のあった広瀬町と接し、中海・宍道

湖が近いという地理的条件から要衝には山城が築かれ、熊野の地には尼子十旗の中に数えられる熊

野城跡 (F12)が存在する。戦国時代頃の伝承・文化財が数多く残 り、今後中世の遺跡の増加と重

要な遺構の発見も予想される。
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第 3表 周辺の遺跡一覧表

番号 名 称 種 別 概 要 番号 名 称 種 別 概 要

1 雨乞山古墳 古  墳 方墳、石棺式石室 岩坂神社横穴墓群 横穴墓群 須恵器

岩坂陵墓参考地 古   墳 円墳 古城遺跡 散 布 地 須恵器、土師器、縄文土器

四歩市横穴墓群 横穴墓群 28穴確認、須恵器 V 雲場古墳 古  墳

高九横穴墓群 横穴墓群 4穴確認 掛合遺跡 散 布 地 須恵器

池ノ尻古墳 古   墳 石棺式石室、須恵器 田中社跡 神 社 跡

安田横穴墓群 横穴墓群 2穴 松廻遺跡 土 壊 墓 須恵器

7 岩屋口横穴墓群 横穴墓群 8穴 大石窯跡 窯   跡 須恵器

青木横穴墓群 横穴墓群 2穴確認 恩部遺跡 散 布 地 須恵器、土師器、黒曜石

11 東岩坂要害山城跡 城   跡 山城、石垣、消滅 恩部山横穴墓群 横穴墓群

大石城跡 城   跡 山城 紙屋遺跡 散 布 地 磨製石斧

松廻古墳群 古 墳 群 方墳 4基以上 炉谷遣跡 散 布 地 消減、現在の大明団地

松廻横穴墓群 横穴墓群 8穴以上 穴田遺跡 散 布 地 円筒埴輪、土師器

高野横穴墓群 横穴墓群 直刀、鉄鏃、斧他 馳 雨乞山古墳群 古 墳 群 方墳 2基

土井古墳群 古 墳 群 方墳13基 雨乞山遺跡 祭祀遺跡 土師器

大円寺上古墳群 古 墳 群 円墳 2基 細田古墳群 古 墳 群 方墳 2基 確認

八雲西百塚山古墳群 古 墳 群 方墳47基 松ノ前古墳 古  墳 方墳

小屋谷古墳群 古 墳 群 方墳 3基、消滅 浜井場遺跡 散 布 地 須恵器、土師器

大円寺遺跡 散 布 地 土師器 中山五輪塔群 古  墓 五輪塔、石塔は原位置移動

大谷古墳群 古 墳 群 方墳 2基、子持壷 戸波遺跡 住居跡他 須恵器、陶磁器、漆器

御崎谷遺跡 散 布 地 須恵器、土師器、埋没 屋敷谷五輪塔群 古  墓 五輪塔

神納遺跡 散 布 地 須恵器、土師器 善三郎谷横穴墓群 横穴墓群 8穴

桧廻遺跡 散 布 地 須恵器、土師器他 落井古墳群 古 墳 群 方墳10基

神納横穴墓 横 穴 墓 落井東横穴墓辞 横 穴 墓 1穴開口

神納古墳群 古 墳 群 5基 落井西横穴墓群 横穴墓群 11穴以上

和国平横穴墓群 横穴墓群 3穴、埋没 禅定寺遺跡 住 居 跡 陶磁器、須恵器、石帯

岩海古墳群 古 墳 群 方墳 1基、円墳 1基 青木谷遺跡 散 布 地 須恵器、土師器、黒確石

勝負谷古墳群 古 墳 群 方墳 2基、円墳 2基 折原上堤東遺跡 住 居 跡 竪穴住居、据立柱建物跡

高丸古墳群 古 墳 群 円墳 2基 折原中堤北遺跡 散 布 地 須恵器

山崎遺跡 散 布 地 須恵器 上元田遺跡 散 布 地 須恵器、土師器、黒曜石

中山古墳群 古 墳 群 方墳 5基 椎木谷遺跡 散 布 地 須恵器、土師器

谷ノ奥遺跡 古墳'古墓群 方墳3基、円墳1基、火葬墓 増福寺横穴墓群 横穴墓群 2穴確認

北折原遺跡 古 墳 他 方墳 1基、横穴 2穴 前田遺跡 祭祀遺跡 自然河川跡、木製琴

安田古墳群 古 墳 群 円墳 2基 青木遣跡 住 居 跡 竪穴住居、掘立柱建物跡

外輪谷横穴墓群 横穴墓群 12穴、直刀 折原中堤遺跡 住 居 跡 竪穴住居跡、土師器

四歩市古墳群 古 墳 群 方墳 6基 折原峠遺跡 住 居 跡 竪穴住居跡、弥生土器

増福寺裏山古墳群 古 墳 辞 方墳 8基 赤坂遺跡 散 布 地 須恵器、土師器

増福寺古墳群 古 墳 群 方墳26基 中山遺跡 散 布 地 須恵器、土馬

原ノ前横穴墓群 横穴墓群 須恵器、鉄器 105 宮谷遺跡 生産遺跡 製炭

細田横穴墓群 横穴墓群 平入家形 真ノ谷遺跡 住 居 跡 加工段、落とし穴

禅定寺横穴墓群 横穴墓群 6穴 反田遺跡 散 布 地 須恵器

禅定寺古墳群 古 墳 群 方10基 瀧谷奥遺跡 散 布 地 土師器

折原横穴墓群 横穴墓群 3穴 鑓溝遺跡 住居跡 ? 須恵器、磨製石斧

折原下堤遺跡 散 布 地 須恵器、土師器 大谷遺跡 散 布 地 旧河川、須恵器、土師器

大日堂横穴墓群 横穴墓群 4穴確認、須恵器 勝負谷遺跡 散 布 地 須恵器、土師器
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[民主]

註 1『増補改訂島根県遺跡地図 I』 (出雲・隠岐編)島根県教育委員会発行1993年 3月  (P-5)

註2 赤沢秀則「 1.出土遺物・時期」『南講武草田遺跡 講武地区県営固場整備事業発掘調査報告書 5』

鹿島町教育委員会 1992年 3月  (P-6)
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第 4章 遺跡の概要

鑓溝遺跡は、意宇川の支流の一つである川原川左岸の谷を1,200mほ ど奥部に入つた山中にある。

周囲は、急峻な斜面と痩せ尾根が続き、小支谷の休耕田を除くと平坦な場所は確認できない。

今回の調査では、性格不明の上坑 2個 (SK-01・ 02)と ピットll個 を検出した。また、遺物とし

ては石器 4点、弥生土器11点、須恵器41点が出土している。

調査地の基本的な層序は、地山の上に砂を多く含んだ灰褐色を呈する層が堆積し、この上に浅く

腐葉土層がのっている。なお、灰褐色土層の腐葉土層に近い部分は、木の根の攪乱等により褐灰色

を呈する。

ザ
韻
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プ

塩

′聰

0                     100m
|

第 4図 開発予定地と本発掘調査区位置図 (1:2,500)
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第 1節 遺   構
1.土坑 (第 7図 )

SK‐01(第 7図)調査区の標高83.25～ 83.50mを測る場所に位置する性格不明の上坑である。平面

形は円形を呈し、現状での規模は上縁部直径129cm、 底径99.Ocmを 測り、深さは最大で13.7cmと 浅

い。これは遺構精査時の早い段階で土坑の存在を確認したが、平面プランを確認することができ

ず、思い切つた掘削をしたためであり、検出できたのは底部付近のごく一部であつた。遺物として

は炭化物の細片が少量出土した。

SK‐02(第 7図)SK-01の北側、約70cmの場所に位置する性格不明の土坑であり、検出面での標

高は83。 25～ 83.75mを測る。平面形は円形を呈し、平坦な底部から開き気味に立ち上がる壁面をも

つ。現状での規模は上縁部直径83.Ocm、 底径61.Ocm、 深さ最大27.2cmを測る。埋土は地山と良く似

た灰褐色土であり、埋上の水洗いを行ったが遺物は出土していない。

マ
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o              lm

第 7図 SK-01・ 02実測図 (S=1/30)
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2.ビット (第 8。 9図 )

P-01(第 8図)調 査区の標高83.00～ 83.25mを測る場所に位置するピットである。平面形は円形

を呈し、平坦な底部から若干開き気味に立ち上がる壁面をもつ。ピットの現状での規模は上縁都直

径49.Ocm、 底部径34.Ocm、 深さ最大22.6cmを 測る。P-02と 切 り合つており、新旧関係はP Ol(古 )

一P-02(新 )である。

P-02(第 8図)調査区の標高88.00～ 83.25mを測る場所に位置するピットである。平面形は円形

を呈し、椀形の底部から若干開き気味に立ち上がる壁面をもつ。現状での規模は上縁部直径34.0

cm、 底部径 16.Ocm、 深さ最大22.6cmを測る。前述のP-01と切 り合っており、新旧関係はP-01(古 )

一P-02(新 )である。

P-03(第 8図)調 査区の標高83.00～ 83.25mを測る場所に位置するピットである。平面形は円形

を呈し、「U」 字状の底部から若干開き気味に立ち上がる壁面をもつ。現状での規模は上縁部直径

18.Ocm、 底部径10.Ocm、 深さ最大19。 lcmを測るやや小型のものである。P-03の西側にはP-04～ P―

06がほぼ一直線に並ぶ。

P-04(第 8図)P04は P-03と P-05に挟まれる場所に位置するピットであり、検出面での標高は

83.00～ 83.50mを 測る。平面形は楕円形を呈し、平坦な底部から若千開き気味に立ち上がる壁面を

もつ。現状での規模は上縁長軸28.Ocm・ 短軸23,Ocm、 底部長軸16.Ocm・ 短軸13.Ocm、 深さ最大13.2

cmを 測る。

P-05(第 9図)調 査区の標高83.25～ 83.50mを測る場所に位置するピットである。平面形は楕円

形を呈し、平坦な底部から若干開き気味に立ち上がる壁面をもつ。現状での規模は上縁長軸28.0

cm・ 短軸22.Ocm、 底部長軸14.Ocm・ 短軸8.Ocm、 深さ最大17.4cmを測る。P-06と 切 り合つているが、

新旧関係を捉えることはできなかった。P-05の東側にはP-03～ P-05がほぼ一直線に並ぶ。

P‐06(第 9図)調査区の標高83。 25～ 83.50mを測る場所に位置するピットである。平面形は円形

を呈し、現状での規模は上縁部直径24.Ocm、 底部径5,Ocm、 深さ最大12.3cmを測る。前述のP-05と

切 り合つているが、新旧関係を提えることはできなかった。

P-07(第 9図)調査区の標高83。 25～ 83。 50mを沢Iる場所に位置するピットである。平面形は円形

を呈し、椀形の底部から直角に近く立ち上がる壁面をもつ。現状での規模は上縁部直径24.Ocm、 底

部径 15.Ocm、 深さ最大33.3cmを 測る。

P-03(第 9図)調 査区の標高83.75～ 84.00mを測る場所に位置するピットである。平面形は円形

を呈し、平坦な底部から若干開き気味に立ち上がる壁面をもつ。現状での規模は上縁部直径48.0

cm、 底部径42.Ocm、 深さ最大20。 9cmを 測る。

P‐09(第 9図)調 査区の標高83。 25～ 83.50mを測る場所に位置するピットである。平面形は楕円

形を呈し、椀形の底部から若干開き気味に立ち上がる壁面をもつ。現状での規模は上縁部長軸86.0

cm。 短軸24.Ocm、 底部径 14.Ocm、 深さ最大29.8cmを 測る。
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P‐10(第 9図)調査区の標高82.25～82150甲を測る場所に位置するピットである。平面形は楕円
形を呈し、椀形の底部から緩やかに立―ち上がる壁面をもつ。現状での規模は上縁部長軸44.9Cln‐短

軸33.Ocm、 底部径1&Ocm、 深さ最大1盈 8calを測る。Pillと 剪り合つているが,新十日関係を提えるこ

とはできなかった。

P・11(第 9図)調査区の標高8Z25～ 82‐50mを測る場所に位置するピットである。平面形は推定
で円形を呈し、平坦な底部から開き気味に立ち上がる壁面をもつ。現状での規模は上縁部直後 60

cm、 底部径14.OcII、 深き最大8.8cmを涙Iる。P・loと切り合つているが、新旧関係を提えるこ―とはで

きなかった。
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第 2節 遺   物
1.弥生土器 (第 10図 1・ 2)

第10図 1は複合口縁をもつ壷である。口縁の立ち上がりが0。 7cm程 しかなく、上方につまみ出さ

れ先細りとなっている。複合口縁部の稜はやや鈍く、水平方向に突出している。調整は外面がヨコ

ナデ、内面の顎部以下はヘラケズリであり、風化のため判然としないが口縁部内面には横方向のミ
註 1

ガキが施されているように見える。時期は弥生時代後期のものと考えられる。

第10図 2は口縁端部を欠く小片のため径の復元は不正確であるが、口径が20cmを超えそうな甕

である。複合口縁部の稜はやや下方を向き、外面には擬凹線文が施されている。時期は弥生時代後

期のものと考えられる。

2.須恵器 (第 10図 3・ 4)

第10図 3は須恵器壼である。肩部はあまり張り出さず寸胴であり、胴部中央付近に最大径をも

つ。頸部の付け根には突帯が巡り、底部には高台が貼り付けられている。調整は体部内外面が回転

ナデであり、底部の切り離しには静止糸切りが施されている。法量は高台径9.6cm、 胴部最大径12。 2

cm、 突帯上部までの高さ10。 5cmを測る。

第10図 4は須恵器の鉢である。平坦な底部から胴部は内湾気味に大きく開き、口縁部は「く」の

字に屈曲し、端部は上方につまみ出されている。調整は、体部外面が平行タタキ痕を横方向のナデ

によリナデ消している。体部内面は横方向のナデにより仕上げられており、一部に紐作 りによる平

行な凹凸目がみられる。底部タト面に糸切り痕は観察できず、ナデ調整である。法量は口径21.6cm、

器高12。 9cmを測る。時期は調整に若千の違いがあるものの、篠窯須恵器編年のE期・F期に近く、 9

世紀中葉から後葉頃のものと思われる。

第10図 遺構外出土弥生土器・須恵器実測図 (S=1/3)

＼ヤЩ
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黒曜石泉」片の出土状況 単位(g)
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第11図 遺構外遺物出土状況実測図 (S=1/150)
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3.石器 (第 12図5～第 14図 9)

第12図 5は敲石である。卵形を呈する河原石の両端が作業面として利用されている。この両端に

は敲打痕が残り、一部に周囲よりも滑らかな部分 (第 12図 5網目部分)も あることから、磨石とし

ても利用されていた可能性がある。法量は長さ7.9cm、 幅5,4～ 6.4cm、 重量393.4gを測り、石材は

石英斑岩である。

第12図 6は磨製石斧である。基端よりも刃部が幅広に仕上げられているが、最大幅は斧身中央部

分にあり、ここから両端に向かうに従い徐々に幅と厚さを減じる。刃面は両凸刃のいわゆる蛤刃で

あり、刃縁は使用のためか、やや偏刃気味になっている。全体に丁寧な研磨が施されているが、基

部の一部には敲打痕の残る部分 (第 12図 6網目部分)も みられる。法量は全長16.7cm、 幅3.2～ 4.6

cm、 厚さ最大2.7cm、 重量360。 lgを測り、石材は白雲母片岩である。この石斧は、第13図 8の黒曜

石の石核と接して出土しており、検出することは出来なかった力S、 土坑内に埋納されていた可能性

が考えられる。

第13図 7は機能的には何に使われたものかは判らないが、石斧を転用したものと考えられる。刃

部は半円形を呈し、両面から細かく連続的な調整が施されており、刃先は使用のため摩耗してい

る。また、基端には着柄を意識してつくられたと考えられる袂りをもつ。表裏は研磨が施され非常

に滑らかで、所々に擦痕が観察できる。法量は長さ6.6cm、 幅5.9cm、 厚さ1。 35cm、 重量66.Ogを 測

り、石材は珪質頁岩である。

第13図 8は平面がほぼ円形を呈する黒曜石製の石核である。自然面 (第 13図 8網目部分)は一部

風化しており、路頭から打ち欠いて採取したものではなく、転礫を持ち込んだ可能性が高い。この

石核から採取された剤片は縦長や横長など決まったものではなく、不定形のものであり、その大き

さは凡そ縦3.5～ 5。 7cm、 横4.7～ 5。 6cmのやや大きめの景↓片と考えられる。また、作業手順としては

A面を予J離 した後、B面を作業面としている。B面のほぼ中央には剰片を採取するために打撃を加

えたとは考えにくい敲打痕がある。法量は直径 14.2cm、 厚さ最大9。 lcm、 重量1885。 Ogを測る。こ

の石核の周辺には黒曜石の小景J片が散らばっており、作業場が存在する可能性もあることから出土

地点を中心に2.5m四方について、0.5× 0.5mの グリッドを組み (第 11図上)、 上の水洗い作業を行

つた。この結果、黒曜石が出土したグリッド(ハ 2)か ら12点、1.Ogの景J片が出上したが、その

他のグリッドについてはニー3か ら 1点出土しただけであり、作業場のようなものではなかった。

第12図 6の磨製石斧と接して出土しており、検出することは出来なかったが、土坑内に埋納されて

いた可能性が考えられる。

第14図 9は扁平な板状の石器である。A面の中央付近 (第 14図網目部分)は使用のため非常に滑

らかになっていることから、砥石か磨石として利用されていた可能性が考えられる。その他の面に

使用痕等は認められなかったが、B面が水平となる格好で出土しており、作業台のようなものとし

て利用されていた可能性もある。石材は斑状花商岩であり、法量は長さ48。 lcm、 幅23.5～ 41.4cm、

厚さ最大15。 2cm、 重量31.5k gを測る非常に大きなものである。
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締ヨほ盛り面を示す。

第14図 違持外出土石器実測1図 (S‐ 1/5)

)            20cm
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[言主]

註 1 島根県埋蔵文化財調査センター中川寧氏のご教示による。 (P-18)

註 2 伊野近富 「篠窯原型と陶邑窯原型の須恵器について」『京都府埋蔵文化財情報』 第37号

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター 1990年 9月  (P-18)

註 3 石器の石材鑑定は文化財調査コンサルタント株式会社による。 (P-20)
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第 5章 ま と め

鑓溝遺跡は、意宇川の支流の一つである川原川左岸の谷を1,200mほ ど奥部に入った山中にある。

周囲は、急峻な斜面と痩せ尾根が続き、小支谷の休耕田を除くと平坦な場所は確認できない。

今回の調査では、土坑 2個 (SK-01,02)と ピット11個 (P-01～ 11)を検出した。

土坑はいずれも円形を呈し、深さの浅いものであった。出土遺物もないことから性格や時期など

不明と言わざるを得ない。ピットは11個検出されているが、調査区内に散在的に分布しており、建

物跡を復元することはできなかった。遺物としては、遺構外からではあるが時期不明の石器、弥生

時代後期の甕、 9世紀中葉から後葉頃の須恵器が出上している。

人雲村内での遺跡のあり方は、その殆どが平野と川を取り囲む地域に集中している。今回の鑓溝

遺跡は、いわば遺跡の空白地帯である山間部に存在した。人雲村内で同様のあり方をする遺跡に真

ノ谷遺跡と宮谷遺跡がある。いずれも、山間部の緩斜面に設定した試掘 トレンチにより発見された

ものであり、遺構や遺物の量は少ない。

真ノ谷遣跡は小支谷を最深部まで進んだ突き当たりの斜面に位置し、落とし穴2イ回、加工段 1段、

焼土坑 1個、ビット26個、小ピット24個が検出されている。遺物には時期不明の石器、弥生時代後

期中葉の器台、土師器の甕、古代末から中世初頭の土師質土器皿が出上している。宮谷遣跡は尾根

上の緩斜面に位置し、焼土坑 4個が検出されている。遺物には時期不明の石器と8世紀後半から9

世紀初頭の須恵器が出土している。

3遺跡とも出土した遺物に時期幅があり、遺構や遺物の量は少なく継続性はない。それぞれが短

期間のうちに廃絶されたものと考えられるが、時代毎に同じ場所を生活の舞台としており、興味深

い。総面積の80%以上が山林で占められる八雲村を考えるとき、同じような追跡が他にも分布す

るものと思われ、今後の調査に有効な資料となるであろう。

[註 ]

註 1『西岩坂地区一般農道整備事業に伴う真ノ谷遺跡発掘調査報告書』

八雲村文化財調査報告17 八雲村教育委員会 平成12(2000)年 3月
註2『一般国道432号道路改良工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ 宮谷遺跡』
人雲村文化財調査報告18 人雲村教育委員会 平成12(2000)年 3月
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挿図

番号
品  目 器 種

出土地点

土  層

胎
　
焼

生
　
成

色調 (外 )

色調 (内 )
法  量 形 態 の 特 徴 調整 。手法の特徴他 時  期 備 考

10-1 弥生土器 一璽
B-2区

灰褐色土層

2 Tun以下の砂

粒を少量合む。

良

(外)灰責掲色

(内 )にぶい責

褐色

ロイ壬:124

複合日縁部の稜は

鈍 く、回縁の立ち

上がりは短い。

口縁部外面がヨヨナデ、

内面はミガキか。内面

票部以下にヘラケズリ。

弥生時代

後期

10-2 弥生土器 甕
B-2区

灰掲色土層

l mr大の砂粒

を多く含む。

不良

(外 )|こぶい橙

(内 )にぶい橙

口径20cal

以上か

複合口縁部の稜は

やや下方を向く。

内面頸部以下にヘラケ

ズリ。口縁部外面に擬

凹線文。

弥生時代

後期

日縁端

部を欠

く破片。

10-3 須恵器 霊

B‐ 13‐ 2区

灰褐色土層

密

良好

(外)黄灰色

(内 )黄灰色
高台径:腑

顎部の付け根には

突帯が巡 り、底部

ヤこは高台が貝占リイ寸

けられている。

体部内外面が回転ナ

デ、底部の切り離しは

静止糸切り。

10-4 須恵器 鉢
B2区
仄褐色土層

微砂粒含む。

密

良好

(外)灰色

(内 )責灰色

口径21.6

底径ユα7

器高:12.9

平坦な底部から内

湾気味に大きく開

き、口縁部で外反

し、端部は上方に

摘み出されている。

体部外面が平行タタキ

痕を横方向のナデによ

リナデ消している。内

面もヨコナデ。

9世紀中

葉から後

葉頃か

第 4表 鑓溝遺跡出土弥生土器 。須恵器観察表

第 5表 鑓清遺跡出土石器観察表

靴
⑪

単位
(cm)

挿図

番号
品   目 材石

占
　ヽ
層

地上出
　
土

法  量
備  考

長  さ 幅 厚 さ最 大 重 量

12-5 蔽石 石英斑岩
B-2区

灰掲色土層
5,4‐-6.4 393.4g 磨石としても利用か。

12-6 磨梨石斧 白雲母片岩
B-2区

やや暗い灰褐色土層
3.2～ 4.6 3601g 13-8と接して出土。

13-7 不明石器 珪質頁岩
A-2区

仄褐色土層
1.35 66.Og 石斧を転用したものか。

13-8 石核 黒曜石
B-2区

やや暗い灰掲色上層
10.2-14.2 1,885.Og 12-6と接して出土。

14-9 不明石器 斑状花商岩
B-2区

仄褐色土層
23.5´ヤ41.4 15.2 31.5kg

砥石か磨石。作業台として

も不U用か。
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第 6章 自然科学的分析

鑓溝遺跡出上の黒曜石製石器 (第 13図 8)の原材産地分析

藁 科 哲 男

(京都大学原子炉実験所)

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交

易および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒曜石遺物

の石材産地推定を行なっている。 石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要があ

る。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石

の組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれ

ば、他の露頭から原石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満たし、ただ―力所の一致す

る露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析ではF石器とある産地の原

石の成分が一致したからと言つて、そこの産地のものと言い切れないことは、他の産地にも一致す

る可能性が推測されるからで、しかし一致しなかった場合そこの産地のものでないと言い切れる。』

が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見

える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わつた調

合素材があリー致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致すると言うこ

とは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な意味をもつ結果であ

る。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類で

は、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キヤンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を

示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離

伝播した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とA産地原

石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、

十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材がA産地の原石と

決定することができない。従つて、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料と

ならない。確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、 B、 C、 Dの産地で

ないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。B産地と一致しなかった場合、結果は考古

学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と交流がなかったと言い切れる。

ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地 (A、 B、 C、 D……)の原石群と

比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がA産地の原

石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能であ

ると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用

している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の結
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果の信頼性は何ケ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少な

ければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大き

な差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微

量成分を中心に元素分析を行い、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を

遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の

元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの

距離)を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出

地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従つて、分析した有限個の原石から産地全体の無限

の個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産

地について行い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石はA産地では10イ固中に一個みられ、B産

地では一万個中に一個、C産地では百万個中に一個、D産地では……一個と各産地毎に求められる

ような、客観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析

の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析した遺物は島根県八

雲村に位置する鑓溝遺跡出土の黒曜石梨石材 (第 13図 8)の 1個について産地分析の結果が得られ

たので報告する。

黒曜石原石

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分

析装置によって元素分析を行う。分析元素はAと、Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nb

の12元素をそれぞれ分析し、塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を

取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/

Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの比量を産地を区別する指標としてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地

は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州、の各地に

分布する。調査を終えた原産地を図1に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてが調べつくされ、元

素組成によってこれら原石を分類して表 1に示す。この原石群に原石産地が不明の遺物で作った遺

物群を加えると210個の原石群になる。佐賀県の腰岳地域および大分県の姫島地域の観音崎、両瀬

の両地区は黒曜石の有名な原産地で、姫島地域ではガラス質安山岩もみられ、これについても分析

を行った。隠岐島、壱岐島、青森県、和田峠の一部の黒曜石には、Srの含有量が非常に少なく、こ

の特徴が産地分析を行う際に他の原産地と区別する有用な指標となっている。九州西北地域の原産

地で採取された原石は、相互に組成が似た原石がみられる (表 2)。 西北九州地域で似た組成を示

す黒曜石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群 (腰岳系と仮称する)お よび淀姫、中町第

二、古里第三、松浦第四の各群 (淀姫系と仮称する)な どである。淀姫産原石の中で中町第一群に

一致する原石は12%の割合であり、一部は淀姫群に重なるが中町第一群に一致する遺物は中町系と

分類した。また、古里第二群原石と肉眼的および成分的に似た原石は嬉野町椎葉川露頭で多量に採

-28-



取でき、この原石は夕臣島産乳灰色黒曜石と同色調をしているが、組成によって姫島産の黒曜石と容

易に区別できる。もし似た組成の原石で遺物が作られたとき、この遺物は複数の原産地に帰属され

原石産地を特定できない場合がある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系の原石群の中

の一群および古里第二群のみに帰属されても、この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫系および古里第

二群の原石を産出する複数の地点を考えなければならない。角礫の黒曜石の原産地は腰岳およびミ

姫で、円礫は松浦 (牟田、大石)、 中町、古里 (第二群は角礫)の各産地で産出していることから、似

た組成の原石産地の区別は遺物の自然面から円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定に有用な情

報となる。旧石器の遺物の組成に一致する原石を産出する川棚町大崎産地から北方 4 kmに位置する

松岳産地があるが、現在、露頭からは 8 nlm程度の小礫しか採取できない。また、佐賀県多久のサヌ

カイト原産地からは黒曜石の原石も採取され梅野群を作った。九州中部地域の塚瀬と小国の原産地

は隣接し、黒曜石の生成マグマは同質と推測され両産地は区別できない。また、熊本県の南関、轟、

冠ケ岳の各産地の原石はローム化した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大で親指大の黒曜石で、

非常に広範囲な地域から採取される原石で、福岡県八女市の昭和溜池からも同質の黒曜石が採取さ

れ昭和池群を作つた。従って南関等の産地に同定された遺物の原材産地を局所的に特定できない。

桑の木津留原産地の原石は元素組成によって 2つの群に区別することができる。桑の木津留第 1群

は道路切り通し面の露頭から採取できるが、柔の木津留第 2群は転礫として採取でき、これら両者

を肉眼的に区別はできない。また、間根ケ平原産地では肉眼観察で淀姫黒曜石のような黒灰色不透

明な黒曜石から桑ノ木津留に似た原石が採取され、これらについても原石群を確立し間根ケ平産黒

曜石を使用した遺物の産地分析を可能にした。遺物の産地分析によって桑の木津留第 1群 と第 2群

の使用頻度を遺跡毎に調査して比較することにより、遺跡相互で同じ比率であれば遺跡間の交易、

交流が推測できるであろう。石炭様の黒曜石は大分県萩台地、熊本県滝室坂、箱石峠、長谷峠、五

ケ瀬川の各産地および大柿産、鹿児島県の樋脇町上牛鼻産および平木場産の黒曜石は似ていて、肉

眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素組成で区別ができるが、上牛鼻、平木場産の

両原石については各元素比が似ているため区別はできない。これは両黒曜石を作ったマグマは同じ

で地下深くにあり、このマグマが地殻の割れ目を通って上牛鼻および平木場地区に吹きだしたとき

には、両者の原石の組成は似ると推定できる。従つて、産地分析で上牛鼻群または平木場群のどち

らかに同定されても、遺物の原石産地は上牛鼻系として上牛鼻または平木場地区を考える必要があ

りる。出水産原石組成と同じ原石は日東、五女木の各原産地から産出していてこれらは相互に区別

できず日東系とした。竜ケ水産原石は桜島の対岸の竜ケ水地区の海岸および海岸の段丘面から採取

される原石で元素組成で他の産地の黒曜石と容易に弁別できる。
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結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されてい

るにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜

石製の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和

層の影響を受けやすいと考えられる。Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行った場

合、また除かずに産地分析を行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元

素比量についても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはやゝ

不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析した鑓溝遺跡出上の黒曜石製石器の分析結果を表 3に示した。石器の分析結果から石材

産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rb/Zrの一変量だけを考えると、表 3の試料番号82850呑 (第 13図 8)ではRb/Zrの値は0.377で、久

見の [平均値]士 [標準偏差値]は、0。 386± 0.011である。遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準

にして考えると遺物は原石群から-0。 82σ 離れている。ところで久見の原産地から100ヶの原石を採

ってきて分析すると、平均値から±0.82σ のずれより大きいものカン1個ある。すなわち、この遺物

が久見の原石から作られていたと仮定しても、0.82σ 以上離れる確率は41%であると言える。だか

ら、久見の平均値から0。 82σ しか離れていないときには、この遺物が久見の原石から作られたもの

でないとは、到底言い切れない。また、島根県の遺跡では、玉材に九州南部で多用されている石材

が伝播していることから、九州南部の黒曜石原石の桑ノ木津留第 1群に比較すると、遺物の桑ノ木

津留第 1群の平均値からの隔たりは、約14σ である。これを確率の言葉で表現すると、桑ノ木津留

第 1群の産地の原石を採ってきて分析したとき、平均値から14σ 以上離れている確率は、10の 15

乗分の 1よ り小さいと言える。このように、10の 15乗個に 1個 しかないような原石をたまたま採

取して、この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、桑ノ木津留第1群産の原石から

作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は久見に

41%の確率で帰属され、信頼限界の0。 1%を満たしていることから腰岳産原石が使用されていると

同定され、さらに桑ノ木津留第 1群に10の 13乗分の 1%の低い確率で帰属され、信頼限界の0。 1%

に満たないことから桑ノ木津留第 1群産原石でないと同定される」。遺物が一ケ所の産地 (久見産

地)と 一致したからと言って、例え久見と桑ノ木津留第 1群の原石は成分が異なっていても、分析

している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形 (非破壊分析)であること

から、他の産地に一致しないとは言えないし、また同種岩石の中での分類である以上他の産地にも

一致する可能性があると推測される。即ちある産地 (久見)に一致し必要条件を満たしたと言つて

も一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表 1の210個すべての原石群に

ついて行ない、十分条件である他の原石群とは十分に低い確率で帰属されたということを確認し、

それらの原石群を消していくことにより、はじめて久見産地の石材のみが使用されていると判定さ

れる。実際はRb/Zrと いつた唯 lヶ の変量だけでなく、前述した8ケ の変量で取り扱うので変量
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間の相関を考慮 しなければならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素とSr元素との間に相関

があり、Caの量を計ればSrの量は分析 しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺

物であれば、△群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Sr量 も一致するはずである。もしSr量

だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このこ

とを数量的に導き出せるようにしたの力誹目関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距

離を求めて行なうホテリングのT2乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を

求めて、産地を同定する。産地の同定結果は 1個の遺物に対して、黒曜石製では210イ回の推定確率

結果が得られている (表 4)。 低い確率で帰属された原産地の推定確率は、これら産地の可能性が

非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる。すなわち、久見産原石と判定さ

れた遺物について、台湾の台東山脈産原石、北朝鮮の会寧遺跡で使用された原石と同じ組成の原石

とか、信州和田峠、霧ケ峰産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産

地の結果を産地同定の結果として表 4に記入した。通常、原石群を作つた原石試料は直径 3 cm以上

であるが、小さな遺物試料によって原石試料と同じ測定精度で元素含有量を求めるには、測定時間

を長くしなければならない。しかし、多数の試料を処理するために、 1個の遺物に多くの時間をか

けられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。また、検出された元素であつても、含有量の少

ない元素では、得られた遺物の測定値には大きな誤差範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキ

の範囲を越えて大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行ったときに、判定の信頼限界

としている0。 1%に達しない確率を示す場合力汁ヒ較的多くみられる。今回の分析ではないが、この

場合には、推定確率の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2乗の値を記した。この遺物に

ついては、記入されたD2乗の値が原石群の中で最も小さなD2乗値で、この値力Mヽさい程、遺物

の元素組成はその原石群の組成と似ているといえるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考

えてほぼ間違いないと判断されたものである。

今回分析したのは鑓溝遺跡出土の黒曜石製遺物 1個で、久見産原石群に対して、推定確率が520/0

と非常に高い確率で、信頼限界の0.1%を桁違いに越えていることから、久見産原石が使用されて

いると判定した。今回の結果では、久見産が使用されていることから隠岐地方の情報を入手してい

た可能性が推測され、また、他の209イ回の原石 。遺物群には一致しなかったことから、これら209

群の地域との交易・交流がなかったと推測され、久見原産地地方との交易はその他の原石産地地方

より活発な交流があり、生活情報、文化情報を交換していたと推測しても産地分析の結果と矛盾し

ない。
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表 2 九州西北地域原産地採取原石が各原石群に同定される割合の百分率(%)

九州西北地域原産地地区名(原石個数)

古里   古里
陸地   海岸
(66)     (21)

37

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

一

二

三

一

二

一

二

三

四

十‐

岳

姫

第

第

第

第

第

第

第

第

第

里

里

里

町

町

浦

浦

浦

浦

葉

腰

淀

古

古

古

中

中

松

松

松

松

権

腰岳

(26)

100

100

淀姫

(44)

100

中町

(44)

2

88

68

57

2

91

80

2

牟 田

(46)

24

43

50

26

39

24

39

54

52

95

12

98

57

93

63

11

25

14

14

32

51

24

17

9

5

57

33

24

24

5

33

24

48

大石   椎 葉川

(39)     (59)

33

51

100

26

18

28

33

51

49

33

100

８

　

６

８

　

９

注 :同定確率を 1%以上に設定 した。古里陸地で採取された原石 1個 (No.6)判定例

=古里第1群 (62%)、 松浦第1群 (37%)、 松浦第 2群 (23%)、 腰岳 (210/O)が 1°/o以上で同定され残りの125個

の原石群に対しては1%以下の同定確率であつた。古里陸地 (66個 )の腰岳群37%は 66個の中の37%個 は腰岳

群に 1%以上の同定確率で帰属される。

」G-1:準要準壽t'辟―Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,T.&Takeda,E.1974 compilation of data on the GJS

geochenaical reference samples」 G-l granodiorite and JB-l basalt. Geochemical Journal,V01.8175-192

(1974)

表 3 鑓清遺跡出土黒曜石製遺物 (第 13図 8)の元素比分析結果

析

号

分

呑

元     素     比
CttK   Ti/K  Mn/Zr  Fe/Zr  Rb/Zr  Sr/Zr   Y/Zr  Nb/Zr  AVK   Si/K

82850 0。 159    0,06    0.024    1.025    0.377    0.006    0.101    0.251    0.022    0.304

JG-1 0。 811    0.221    0.07    3.899    0.93    1.279    0.31    0.073    0.022    0.299
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表 4 鑓清遺跡出土黒曜石製造物 (第 13図 8)の原産地推定結果

試料番号No.8-石材番号(5029)
分析番号 :82850

判定結果 :久 見
原石群および遺物群に対する推定確率
07E05%:E以下の数字は指数部(0.000007%)

原石群 または遺物群 名 推 定 確 率

隠岐・久見

壱岐 。喜久ノ辻

壱岐・君ケ浦

針尾・古里第 3群
姫島・両瀬第 1群

隠岐・加茂

大分・塚瀬

針尾・古里第 1群

長崎・松岳

松浦第 2群
姫島・稲積

隠岐・津丼

青森 。大釈迦

伊豆・小豆峠

大分姫島・観音崎

奥尻・良質No.18

人久保 2 45 HB2フ リ

新潟・板山

青森・鷹森山

山形・月山

白頭山

奥尻島・報告

長崎 。大崎

人久保 2-42 HBlフ リ

会寧城外遺物群

松浦第 4群
青森・戸門第 1群
高岡・二上山第 3群
キウス KS2遺物群
鹿児島・間根ヶ平第

壱岐・角川

松浦第 1群

伊豆・長根

針尾 。中町第 2群
姫島・両瀬第 2群
白滝 。赤石山

長野 。和田峠第 3群
攻臣島 。オイ崎

戸開川 TB遺物群
長野・和田峠第 1群
三内九山 SN3遺物群
赤井川第 1群

針尾・中町第 1群
長野・霧ケ峰

天瀬 I遺物群
青森・HY遺物群
上白滝 5 ST139

青森・鶴ケ坂

南方 MK-1遺物群
ナチキ遺物群

伊豆・神津島第 2群
南方 MK-2遺物群

1群

518277%
00002%
0.0006%

0.0344%

0,7E-05%

00084%
0.4E-05%

0.4E-07%

0.2E-08%

0.0281%

0.0001%

0.2E-05%

0,7E-13%

0,lE-08%

05E-09%
0.2E―H%
0.lE―H%
0,lE-10%

0.lE― H%
0.4E ll%

0.9E13%
0.5E-15%

0.2E-18%

0.5E-13%

01E18%
01E-04%
0.5E-07%

0.8E-13%

01E17%
05E13%
0.3E-07%

0.4E-05%

0.lE-11%

0.0016%

0.2E-09%

0%
0.2E-19%

03E-08%
04E19%

09/9

0.lE-15a/9

0.2E-16%

0.7E-07%

0%
04E-18%
0。 lE-09%
0.lE-16%

0.9E ll%

0.lE 16%

0.lE-16%

0.3E-06%

08E-17%

原 石 群 また は遺 物 群 名 推 定 確 率

桑ノ木津留第 2群
熊本・白浜

ケショマップ第 1群

佐渡第 1群
キウス KS3(R10呑 )遺物群
佐賀・腰岳

長野・双子池

壱岐・貝畑

長野・男女倉

岡山・津市産原石

札幌 K39-K19遺物群
春ノ山 HM2遺物群
三内丸山 SN2遺物群
鹿児島・竜ヶ水

桑ノ木津留第 1群

鹿児島・間根ケ平第 2群
秩父別第 1群
雨 滝
内屋敷 UTl遺物群
岩手・花泉

十勝・美蔓第 1群

青森・下湯川

青森・折腰内

十勝三股

滝川第 1群

鹿児島・長谷

十勝・美蔓第 2群
長野・うつぎ沢

男鹿 。脇本

青森・出来島

赤井川第 2群
長崎・大串群

松浦第 3群
房ノ沢 FS遺物群
佐世保・淀姫

白滝・白土沢

東麓郷 FR4遺物群
新潟・羽根川

兵庫・合住第 2群
男鹿・金ヶ崎

桐木 K12遺物群 (透明 )
岩野原 INl遺物群

桐木 K11遺物群 (透明 )
東麓郷 FR3遺物群
福井・三里山

長野・和田峠第 5群
北進 HSl遺物群
長野・和田峠第 6群

長桝 NM遺物群 (不透 )
佐賀 。中野第 1群

高岡・二上山第 1群

岩手・雫石

計志加里 30遺物群
伊豆・神津島第 1群

長野・和田峠第 4群

香川 。金山一奥池 1群

東麓郷 FR2遺物群
洞爺・豊泉

0.4E-11%

0%
0,7E-24%

0.lE一H%
0.3E-17%

0,7E-16%

0%
0.4E-18%

0%
0.8E-18%

0.6E-18%

08E-19%
08E10%
0.4E-18%

0.8E-18%

0.4E-179/O

O.2E-19%

0.2E-18%

0.lE 17%

01E10%
07E16%
0.lE-13%

0.4E-13%

0.lE-23%

0.2E-11%

0,7E-11%

0.8E-10%

0%
0.5E-18%

02E-09%
0 5E l19/9

01E-22%
0,00059る

0.3E-18%

0.9E-18%

0.2E09%
0.8E-18%

0.lE-22%

04E-16%
01E17%
0.5E19%
0.6E-20%

0.lE-18%

0.6E-15%

0.3E-06%

01E19%
0%

0.8E-23%

0.5E-17%

0.lE-16%

0.4E-15%

0.4E-09%

03E-21%
0%

0.6E■ 6%
0.8E-23%

0%
0%
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原 石 群 また は遺物 群 名 推 定 確 率

アチヤ平 AC2遺物群
此掛沢 KN遺物群
新潟 。上石川

堀量 HR 4遺物群
香川・雄山

藤尾 YM遺物群 (不透 )
宮城・塩釜

長野・麦草峠

佐賀・松尾第 1群

佐賀・椎葉川

キウス KSl遺物群
置戸・置戸山

名寄第 2群
熊本・坂梨―マ竜室坂

鹿児島 。日東

香川・神谷―南山

灰色風化 (HS-1群 )
栃木・高原山

石ナ‖ ・比那
パラツンカ 1遺物群
白滝 。8-号沢

新潟・金津

熊本・五ヶ瀬―鞍岡

鹿児島・五女木

大分・緒方下尾平

兵庫・香住第 1群

針尾・古里第 2群
北進 HS2遺物群
佐賀 。松尾第 3群 (OS)
八久保 2-45-HB45フ リント

置戸・所山

長野・鷹山・和田

熊本 。小国

佐賀・松尾第 2群

長野・NK遺物群
白イ竜・あじさい滝

香川 ,大麻山南第 2群

熊本 。水次―大柿

長崎・亀岳群

熊本・南関

長野・和田峠第 2群
秩父別第 2群
熊本 。白水一長谷峠

高岡・二上山第 2群
北区 KT2遺物群
イリスタヤ遺物群

豊泉第 2群

旭川・近文台第 2群
長野・大窪沢

鹿児島・間根ケ平第 3群
熊本・御船―東上野

佐賀・中野第 2群
山形・寒河江

北区 KTl遣物群
岩手・折居

春ノ山HMl遺物群
三内九山 SNl遺物群
熊本・箱石峠

香川・大麻山南第 1群
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原石群 または遺物群 名 推 定 確 率

鹿児島・上牛鼻
白滝・幌加沢

計志加里 31遺物群
佐賀・梅野

富山・魚津

香川・金山一奥池 2群
福井・安島

名寄第 1群

熊本・冠ケ岳

奥名野 OKl遺物群
アチヤ平 ACl遺物群
宮城・湯ノ倉

福岡・昭和池

東 9線 8号 FHl遺物群
三内九山SN4遺物群
熊本・轟

大分・荻台地

志風頭 SG遣物群
天城・柏峠西

東麓郷 FRl遺物群
新潟 。大白川

岩野原 IN2遺物群
アバチャ

アチヤ平 AC3遺物群
旭川 。近文台第 3群

箱根 。笛塚

滝ナII第 2群
パラツンカ3遺物群
箱根・畑宿

神奈川・鍛冶屋

相ノ沢 A14遺物群
カムチャッカ

熱海 。上多賀

姫島・両瀬第 3群
旭川 。近文台第 1群
ケショマップ第 2群
青森・黒石

鹿児島・平木場

台湾・台東山脈

相ノ沢 A15遺物群
パラツンカ4遺物群
下舘銅屋 SD遺物群
青森 。人森山

相ノ沢 A12遺物群
長野・横川

熱海峠

青森・六角沢

相ノ沢AH遺物群
パラツンカ2遺物群
相ノ沢 A13遺物群
佐渡第 2群
青森・戸門第 2群
宮崎・霧島
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図版 1

名く

遺跡周辺空中写真 (平成 3年撮影 )



図版 2

発掘調査前の鑓清遺跡 (北よ
'り

)

発掘調査後の鑓溝遺跡 (北よ
'サ

)



図版 3

現在の鑓清遺跡周辺 (東より)

�
発掘作業風景 (南西より)
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図版 4
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図版 5
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B2区 遺物出土状況 (東より)

石斧・黒曜石石核出土状況 (第 12図 6。 第 13図 8)

||
4

i/1■

■
.:^イ



図版 6
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須恵器壺出土状況 (第 刊0図 3)

須恵器鉢出土状況 (第 10図 4)
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敲石出土状況 (第 刊2図 5)



図版 7

不明石器出土状況 (第 13図 7)

不明石器出土状況 (第 14図 9)

発掘調査参加者



図版 8

10-1 10-2

10-3

鑓溝遺跡出土弥生土器・須恵器



図版 9

12-5 13‐7 12-6

鑓溝遺跡出土石器
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